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１	 はじめに
　中学生は「増税」という言葉に敏感である。消

費税率の上昇、防衛費の増額や少子化対策に伴う

国民の負担の増大などが話題に上ると、生徒たち

は「増税反対！」「国民の負担を増やそうとする

政治家は悪人だ」と、政権批判の嵐が巻き起こる

ことがしばしばある。確かに、安易な増税には賛

成できない。しかし、「増税＝悪、減税＝正義」

のような二元論で税や財政の問題を捉えてよいの

だろうか。財政の現状や少子高齢化など現代社会

の特色を踏まえて考察してこそ、望ましい財政の

在り方について判断できるのではないか、その問

題提起として、本授業を構成した。

２	 授業の構成とねらい
　授業の導入として、帝国書院『社会科 中学生

の公民』（以下、教科書）p.157「アクティビティ

に挑戦　救急サービスの有料化について考えよ

う」を取り上げ、次に関連するニュース動画を視

聴させる。そして、身近な公共サービスおよび社

会資本を想起させ、その維持は「税」という形で

国民が負担するという財政の基本的な考え方につ

いて理解させ、充実した公共サービスや社会保障

を維持していくための「受益と負担の均衡」とい

う視点に気づかせる。その上で、複数の資料の読

み取りを通して日本の財政の現状と課題を捉え、

財政収支の均衡を図るにはどのような方策が必要

なのか、自分が考える望ましい財政の在り方とは

何か、「将来の納税者」として課題の解決に主体

的に関わろうとする公民的資質を育むことが本授

業のねらいである。生徒の思考を深める単元構成

は次の表のとおりである。

３	 授業の展開
【第１時】
　生徒の思考を深めるには、多面的な読み取りが

可能な資料を用い、答えが一つに定まらない非定

型の問いを立てることが欠かせない。そこで用意

したのが図１である。過去のデータと比較するこ

とで、社会保障費や公債金・国債費の増大など、

日本の財政の経年変化に気づくだけでなく「1988

年と比べ所得税や法人税の割合が減少しているの

は、働き手が減って稼げないからではないか」な

ど、既習事項と関連づけて考える生徒もおり、資

料を精選することで、多様な思考が促される。

　ここで「つまり、日本の財政はどのような状態

であると言えるか？」と思考を統合するような問

いを投げかける。「税収入だけでは足りず、借金
をすることで成り立っている状態」「将来の世代
に影響がありそう」など、重要なキーワードを焦

点化し、解決すべき課題について整理していく。

「物価高などもあるし、これから公債金が増えて

いくのではないか」など現在の社会情勢とリンク

させて発表する生徒も増え、活発な議論が始まる。
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１ 日本の財政の現状
から今後の動向を
予想し、自分たちは
どのように関わっ
ていくべきなのか
「将来の納税者」と
して、自分の立ち位
置を明確にする。

①�日本の財政にはどのような
特徴があるのだろうか。
②�日本の財政は今後、どのよ
うになると予想されるか。
③�日本の財政について、私た
ちはどのように関わってい
けばよいだろうか。

２ 日本の財政が抱え
る課題を解決する
ために必要な視点
について整理し、将
来の望ましい日本
の財政の在り方に
ついて自分の意見
を持つ。

①�日本の財政が抱える課題を
解決するにはどのような具
体策が考えられるだろうか。
②�自分の考えを座標上にプ
ロットしてみよう。また、
そう考えた理由もあわせて
答えよう。
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　続いて、「今後どのようになると予想されるか」

を追加資料を提示して考えさせた。使用したのは、

①国の財政を家計に例えると（全国間税会総連合

会「もっと知ろうもっと考えよう　国の財政と消

費税の役割」より）、②財政法第４条、③「日本

の人口構造の変化」（教科書p.102）、④消費税

減 税 す べ き か「 選 択 の 夏 」（ 日 本 経 済 新 聞　

2025.7.8）の４つである。感情的に増税反対と

言っていた生徒も、社会保障費の増大は避けられ

ないこと、人口の減少が予想される中での減税の

難しさに気づき、「これから日本はどうなるのだ

ろう」と自然に次の課題を見据えて思考を継続し

ている様子であった。授業の最後には「納税や今

問題になっている情報を把握することが大事」「若

い人も減税しろと言うからには、普段から税や国

の財政に関心を持って、積極的に政治に参加しな

いといけない」など、財政や政治に関心を持ち、

自分事として学ぼうとする姿勢が見られた。

【第２時】
　第２時は、歳入・歳出に関わる課題を解決する

ための具体策について考えさせるところからス

タートした（図２）。「社会保障費の削減」という

意見に対し「弱者を切り捨てる考え方は問題なの

では？」という反対意見が挙がり、教室内がしば

らく某討論番組のようになる一幕もあった。

　これらの議論を踏まえた上で、教科書p. 165

「アクティビティに挑戦　給付（受益）と負担に

ついて考えよう」の思考ツールを活用し、生徒は

自分の考えを座標上にプロットした（図３）。

　結果は、ほぼ「負担拡大・給付拡大」と「負担

縮小・給付縮小」に二分された。前者の判断の根

拠は「リスクへの備え・国の将来への投資」、後

者は「リスクへの備えは自己責任、お金の使い方

の自由度を高める」という意見に包括された。大

きい政府・小さい政府どちらを理想とするのか、

思考の根拠を明確にし、自分が思い描く望ましい

財政の在り方について判断していた。

４	 おわりに
　税は高いより安い方がいい。それは誰だってそ

うである。しかし、そのような理想論を乗り越え、

どういう社会が望ましいのか、それをどう維持し

ていくのか、そのためには何が必要なのか、社会

全体に関わる思考を深め、今学習していることが

自分にとってどのように関係するのか、主体的に

考え続けられるような生徒を育成したい。

歳入・歳出に関わる課題を解決するには、どのようなこと
が必要だろうか。

歳入 ・消費税の税率を上げる
・消費税の減税はやはり必要
　→�生活が楽になる→消費に回す→景気がよくなる　
・定年を延ばすことで所得税の税収を増やす
　→年金など社会保障費の削減にもつながる

歳出 ・社会保障費を減らしていくことも必要
・�医療費の削減のために市販薬での対応を増やす
・税金の使い方を変えていく必要がある
　→優先順位をつける

図２　授業の板書

図３　社会保障の給付と負担

■�自分の考えを座標上にマークしてみよう。また、
そう考えた理由もあわせて書きましょう。

図１　ワークシート

国の支出と収入 教科書p.158～159

９年　　組　　番（　　　　　　　　　　　　）
今日の学習課題

現在の日本の財政にはどのような特徴があるのだろうか。
1988年のデータと比較して考えよう。

資料Ⅰ 日本の歳出と歳入（2024）

用語の解説
・国債費…借金の返済
・公債金…国債（国の借金）を発行して集めたお金
・租税…税金のこと

・印紙…国などが手数料を徴収する目的で発行するもの
・社会保障…医療や年金、介護など

1988年は
どんな年？
・バブル経済の絶頂期
　→株価や地価の上昇
・青函トンネルや
　瀬戸大橋が開通
・人口…約１億
　　　　2200万人

2024年は
どんな年？
・元日…能登半島地震
　　　　が起こる
・物価高が問題になる
・人口…約１億
　　　　2380万人

歳出 歳入

総額
112.6兆円

総額
112.6兆円

公共事業
教育・文化

その他
8.5

法人税
15.1

相続税
2.9

その他 2.9

印紙収入 0.9 酒税 1.1

他
その

6.7

5.44.9
7.0

〔財務省資料〕
（2024年度）

資料Ⅱ 日本の歳出と歳入（1988）
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